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407.ゴルフのスイング時における

よ殺にかかる負荷に関する研究
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[13的}ゴルフが盛んに行われている今日，ゴルフクラブの材質

の改替は馨しいものがあ与，クラブそのもののカ学的解析は盛んに

行われている。しかし，クラブが身体に与える影響についての報告

は少ない。そこで今臨我々は，クラプヘッドの遠いがよ設に及ぼす

影響について投討することを話的とした。

[方法}ゴルフ経験者(ゴルフa!5年.平均スコア95-100}及

び初心者に3本の異なるクラブへッド{メタル，ウッド.チタン)

でポ'-JレをS雄ずつ試打してもらい，そのときの上段への積撃カを

加速度計を跨いて樹定した。加速度計に関しては被験者の手の甲

{リスター結節と第31fl手骨骨頚を結んだ点のt争点).手蓄{リス

ター結節から尺鍛i側のところ}.対{外務)の3カmに取号付け
た。加適度の方向はインパクトの韓関に進行方向に対して平行にな

るように取り{すけた。またシ守フトは.3本とも向じ材質(カ日，f.
ンファイパー/ぶボキシ}で，長さはメタル=43.5インチ，ウッドm

44インチ，チタン麟43.5インチであった。

ゴルフポールがフぷイス認のどの部分に議たったかどうかを躍!ia.

するために，フxイス留にaカ滋定フィルムを猿り付け.5球の試
打のうちスイ町トスポットにもっとも近い位援に当たったi打を選

択した。ゴルフのインパクト時簡はt 0.0004 -0.00 1秒とされている

ため，インパクト後の手の申書乎嘗.Bすにおける最初の衝撃のピー
ク龍を抽出し;解者した。

ヘッドスピ山ドはヘッドAピ山ド機定器 (PRGRヘッドスピード

欝定器)を用いてi爵定した。
[結果および考察}ゴルフ経験者及び初心者の衛者とも，手の甲.

討に対する鶴撃力もこ関しては3本のクラプにおいてほとんど護はみら

れなかった。しかし乎嘗においては.ゴルフ経験者:メタル15.0G，

ウッド6.8G，チタン8.7G.初心者:メタル48.30，ウッド23.5G.チ
タン25.5Gであち金ともにメタルの欝撃力が大きかった。この結果，

クラプの違いによって，身体じ与える衝撃力が異なることがわかっ

た。また，大きな撹撃を与えるクラブは，乎奮の議事の涼箆むなる

ことも考えられるeメタルにtきいて，手嘗に大きな衝繁が持られた
原箆に関しては，今後さらに設ますしたいと考えている。
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